
2020 7.9 Thu
13：10～15：10
参加方法： Zoomウェビナーにて開催（URLより参加）

※URL・パスワードはポータルサイトに掲載します。

Episode1. 魚にもこころはあるか？
昨年、我々の研究室は、魚が鏡に映る姿を自分だ

と認識することを世界ではじめて発見した。その

後、魚もヒトと同様に相手の顔で他個体を区別し

（「他者認識」）、鏡に映る自分の顔で鏡像を自分だ

と認識（「自己認識」）することを、動物ではじめて

明らかにした。魚が他個体と鏡の自分を認識する

過程は、ヒトの場合とよく似ている。鏡がわかる

魚は自分の顔が分かっており、さらに自分が存在

していることもわかっている可能性すらある。こ

の自己意識の存在は、魚にもヒトのような高次の

「こころ」があることを示唆している。

テーマ ： 動物にこころはあるか？

Episode2. ハトは他者に協力できるのか？
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行動分析学では、条件づけの手法を用いて、ヒトや

動物の行動が、経験によってどのように変化するか

を研究する。今回、その研究例として、「囚人のジレ

ンマゲーム」という、他者との「協力」と「裏切り」の

間の選択場面を持ちいて、ハトの協力行動を調べた

研究を紹介する。また、行動分析学は、行動の原因

を、心（こころ）ではなく、環境に求めるという立場

をとるが、このような立場から、動物の行動がどの

ように解釈できるかを論じる。

不可識別者同一性原理を持ち出すまでもなく、

また、ビュリダンのロバを思い出すまでもなく、

あるものを別のものと区別したり、またあるも

のとあるものとの同一性を確認したりすること

には自然種の問題などの困難が伴う。ましてや

それが、「自己」と「他者」の文脈では、自己の同一

性の根拠と、他者が「異なるが似ている」ことを

もとにした他者行動の推測がどのようにして可

能となるのかも問われる。

さて、AIは鏡を見るだろうか？

※後日動画配信予定
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